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数日間、実際に天気を観察して、気象情報とくらべよう。  
（東京書籍「新しい理科 ５上」ｐ７） 

数日間、天気の様子を観測したり気象情報を調べたりしながら、結果を記録するとともに、天気の変

化の規則性に気づかせ、先の天気を予想することができる。 

観察１ ５年「１ 天気と気温の変化」 

【気象衛星画像，天気図，アメダス降水量画像データ表示ソフト】

（左：ＣＤ、右：ＰＣ画面  画像提供 「（財）日本気象協会」 ） 

「観察」に入る前に 

「天気の変化のきまり」の指導ポイント 

○ 雲の動きに合わせて、天気も変化していること。 

・ 雲におおわれているところ→天気が悪い（雨、くもり） 

・ 雲におおわれていないところ→天気がよい（晴れ） 

○ 雲は、おおよそ
．．．．

西から東へ移動していること 

※日本付近の雲は、偏西風によっておおよそ西から東へ運ば

れる。 

教科書（P４～５）の「気象
衛星の雲写真」をみて、次の
ことに気づかせる。 
○雲が移動する方向 
○雲が移動するスピード 
※雲が4日かけて横切ってい
ること 

1日目：中国大陸 
2日目：朝鮮半島 
3日目：西日本 
4日目：東日本 「天気の見分け方」について 

※全天に対する雲の割合で判断する。 
○ 快晴 
・ 全天に対し、雲の量が０～１のとき 
○ 晴れ 
・ 全天に対し、雲の量が２～８のとき 
○ くもり 
・ 全天に対し、雲の量が９～10 のとき 

教える内容が多いけ

れど、確実に指導しま

しょう。 

「気温のはかり方」の指導ポイント 

○ 温度計に、日光が直接当たらないようにして、はか
る。 

○ 建物からはなれた風通しのよいところで、はかる。 
○ 温度計を、地面から 1.2ｍ～1.5ｍの高さにして、は
かる。 

※ 百葉箱を使用してもよいが、「技能」の定着を図る

ためにも、必ず体験させたい。 

児童に指導しておきたい

「デジタルカメラ」の操作 

 

○ 撮影のしかた 

○ 画像の保存のしかた 

○ 印刷のしかた 

参考ソフト 
岩手県立総合教育センターで作成

した、右のようなソフトを活用し

てもよい。再生ボタンを押すと、

6 時間ごとの天気の変化が確認で
きる。雲の動きと天気が変わって

いく様子がわかりやすい。 
＜連絡先＞

joho-r@center.iwate-ed.jp 

事前準備 

観  察 

60 分 事前調査，記録用紙作成含む 

20 分 1回分の観察，記録 
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①  その日の天気のよ

うすをデジタルカメ

ラで撮影する。「日時」

と「天気」のほか，「気

温」と「気づいたこと」

も記録する。 

②  気象庁のホームペ
ージから、撮影した

日時と同じ雲写真を

印刷し、記録用紙に

貼り付ける。 

③ ①と②をもとに（2
日目以降は前日まで

のデータも参考にし

て）、次の日の天気を

予想する。  

観察手順 
＜用意するもの（グループ）＞ 
温度計、デジタルカメラ、コンピュータ、プリンター 

観
察
手
順
③
参
照 

観
察
手
順
①
参
照 

観
察
手
順
②
参
照 

＜指導のポイント①＞ 

雲写真から、岩手の

天気は、「1日前の朝

鮮半島の天気と、だ

いたい同じ」という

ことに気づかせる

と、児童にとって予

想が立てやすい。 

「気象衛星の雲写真」の扱いについて 

「気象衛星の雲写真」は、約 1 時間後に気象庁のホームページで確認で

きる。児童に画像を準備させてもよいが、ＰＣ操作に関する実態に応じ

て弾力的に扱う。「観察した日時の雲写真」の、記録用紙サイズにあわせ

たものを教師が準備して、児童に配布してもよい。 

＜指導のポイント②＞ 

左のような記録用紙

を用意し、少なくと

も連続 5日間は、「観

察・記録」させる。 

※できるだけ休日を

はさまないように

計画するとよい。 

＜指導のポイント③＞ 

天気によって、1日の

気温の変化はどうな

るか、意識しながら

記録させる。 

→天気がよいとき

は、気温が高い 

＜指導のポイント④＞ 

「気づいたこと」に

は、雲の特徴（色、

量、形、厚さ等）に

ついて、記録させる。 

留意点 

雲写真：提供「気象庁」  


